
第
百
五
號

第
九
巷

第
十
二
冊

武
士
道
の
起
源
及
び
特
質
（
五
）

高
　
橋
　

俊
　
乗

第
十
二
節
　
武
士
及
び
武
士
溢
ε
い
ふ
箪
語
の
趨
源

　
武
士
と
い
ふ
昔
語
の
翼
の
起
源
は
支
那
古
代
に
あ
り
、
日
本
に
於
て
も
、
奈
良
時
代
の
績
日
本
紀
．

萬
葉
集
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
こ
ε
は
、
既
に
第
三
飾
に
述
べ
π
通
で
あ
る
。
支
那
の
こ
ε
は
暫
く

除
き
、
日
本
だ
け
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
奈
良
時
代
及
び
そ
れ
に
績
く
李
安
時
代
初
期
に
は
武
士
こ
い

ふ
語
の
用
例
は
雰
常
に
少
く
、
か
つ
そ
の
意
昧
は
朝
臣
中
で
武
勇
す
ぐ
れ
た
も
の
を
意
味
し
、
後
世

の
如
く
、
桝
の
階
級
ご
し
て
の
武
士
を
意
味
し
て
み
な
い
。
　
一
の
階
級
ε
し
て
の
武
士
ε
い
ふ
語

の
用
ひ
ら
れ
た
の
は
李
安
末
期
に
始
ま
る
。

ユ243

武
士
滋
の
超
原
及
び
特
贋

一



1244

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご

　
凡
そ
或
事
、
或
物
が
新
し
く
始
め
ら
れ
る
時
、
始
つ
た
時
よ
り
盧
ち
に
名
書
の
附
け
ら
れ
る
事
も

あ
b
、
す
っ
ご
後
に
命
名
さ
れ
る
事
も
あ
る
が
、
何
か
或
事
物
が
、
世
入
の
注
意
せ
ぬ
中
に
習
慣
的
に

登
達
し
、
上
貫
褒
達
し
て
か
ら
、
始
め
て
、
か
、
る
事
物
が
存
在
す
る
事
に
馬
入
が
注
早
し
出
し
元
ご

す
れ
ば
，
そ
の
事
物
の
名
盤
は
そ
の
事
物
の
存
在
灘
源
よ
b
必
ず
後
れ
て
附
け
ら
れ
る
に
違
ひ
な

い
。
又
事
物
の
名
聡
に
は
、
最
初
命
名
さ
れ
た
も
の
が
世
事
の
承
認
す
る
所
ε
な
ら
す
、
再
三
改
め

ら
れ
淀
後
に
、
や
つ
ご
永
久
酌
の
名
前
の
附
け
ら
れ
る
事
も
あ
る
。

　
武
士
ご
い
ふ
名
繕
も
ち
や
う
ご
右
の
實
例
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
、
武
士
ε
い
ふ
名
筆
の
廣

く
行
は
れ
聴
し
た
の
は
皇
紀
一
七
五
〇
年
前
後
の
事
ら
し
く
、
武
士
の
駆
上
に
名
を
顯
し
π
天
慶

の
織
よ
り
約
百
五
十
年
ほ
ご
後
の
こ
ご
で
あ
る
。
し
か
し
微
力
な
が
ら
も
武
士
は
天
慶
の
瓢
よ

り
数
十
年
以
上
．
も
前
か
ら
あ
っ
た
事
に
違
ひ
な
い
・
か
ら
，
武
士
の
名
号
は
存
在
よ
り
約
二
百
年
ほ

こ
逞
れ
て
る
る
。

　
今
そ
の
登
蓬
の
あ
ご
を
辿
っ
て
見
る
ご
、
平
日
本
紀
以
後
の
官
撰
の
吏
籍
に
武
士
、
武
家
武
藝
之

士
な
ざ
の
語
が
稀
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
世
醐
蓮
用
の
語
で
は
無
か
つ
だ
ご
見

え
て
、
坂
上
田
村
臨
呂
が
蝦
夷
を
討
つ
た
や
う
な
大
事
件
に
も
，
武
士
ビ
い
ふ
語
が
全
く
用
ひ
ら
れ

て
る
な
い
の
で
あ
る
。
又
そ
の
意
昧
が
後
澄
の
用
法
ご
違
ふ
こ
ご
は
前
言
の
蓮
で
あ
る
。
幾
時



　
宇
宿
の
武
臣
は
言
ふ
ま
で
も
な
一
五
衛
府
（
蛍
蛾
桑
畠
の
二
代
よ
り
山
ハ
衛
府
や
」
で
－
）
に
屡
し
て
み
た
か
ら
後
世
な
ら
武
士
ご

　
言
ふ
べ
き
所
を
衛
府
ご
言
ふ
事
が
多
か
っ
た
。
我
が
國
最
初
の
物
語
た
る
竹
取
物
語
は
、
そ
の
著

　
作
年
代
が
明
瞭
で
な
く
、
或
は
延
喜
以
前
ご
も
言
ひ
、
或
は
延
喜
以
後
こ
い
は
れ
て
み
る
が
，
そ
の
中

　
　
に

　
　
　
　
六
衛
の
官
人
合
せ
て
二
千
人
の
入
を
竹
取
が
家
に
遣
は
す
。

　
　
ご
あ
る
。

　
　
　
天
慶
の
凱
後
間
も
な
一
慮
來
た
垂
垂
記
（
「
六
〇
〇
年
）
は
言
ふ
ま
で
も
な
一
武
面
こ
い
ふ
新
階
級
問

　
　
の
戦
凱
を
叙
べ
π
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
武
士
ご
い
ふ
語
が
臨
來
て
る
な
か
っ
た
8
見
え
て
、
兵
ご

　
か
軍
兵
ε
か
い
ふ
語
を
用
ひ
て
あ
る
。

　
　
　
一
七
七
〇
年
頃
に
出
來
た
今
昔
物
語
に
は
武
士
の
事
蹟
が
多
く
載
せ
て
あ
る
が
率
い
て
は
兵

　
ご
い
ふ
語
を
用
ひ
、
稀
に
、
武
者
ε
い
ふ
語
を
梗
っ
て
み
る
。
今
昔
物
語
ε
前
後
し
て
著
さ
れ
淀
水

　
左
記
∴
帥
記
・
扶
桑
下
記
・
陸
奥
話
記
等
は
、
兵
・
軍
・
兵
・
兵
士
な
ざ
の
語
の
み
を
使
っ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、

　
武
士
な
る
語
は
こ
れ
ら
の
書
中
に
は
全
く
使
っ
て
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
　
武
者
ご
い
ふ
語
は
武
士
ご
同
量
に
用
ひ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
始
は
官
人
の
職
名
ご
し
て
用
ひ
ら

螂
れ
牟
め
の
ら
し
い
。
宇
多
天
皇
の
寛
李
零
墨
ト
紫
黒
）
に
瀧
・
に
親
衛
を
量
か
れ
た
が
、
そ
の
鋒
自

－　
　
　
　
　
　
武
士
蓮
の
起
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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河
上
皇
が
院
政
を
始
め
ら
れ
た
頃
（
一
七
四
六
年
よ
り
始
）
に
詑
面
を
置
か
れ
た
。
・
れ
ら
の
衛
兵
は
共
に
無
考

又
は
武
者
所
三
吉
れ
た
や
う
で
あ
っ
イ
、
、
小
右
記
永
掘
三
年
（
エ
ハ
四
五
年
）
二
月
＋
日
の
條
に
「
武
者
所

十
人
可
被
聴
帯
弓
箭
甘
言
」
ご
用
ひ
、
日
本
紀
馨
の
永
延
元
年
（
一
六
四
六
年
）
三
月
の
條
に
あ
る
武
者
云
々

の
語
は
瀧
口
の
武
者
で
あ
り
、
中
右
記
寛
治
四
年
（
一
七
五
〇
年
）
＋
一
月
廿
九
日
の
條
に
「
院
武
者
所
廿
入

麺
ご
グ
の
る
の
は
後
者
の
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
が
、
い
つ
し
か
命
じ
て
一
般
の
武
人
を
さ

し
階
級
ε
し
て
の
武
士
を
指
す
や
う
に
な
っ
た
。
今
昔
物
語
よ
り
少
し
前
に
轡
來
だ
大
鏡
に
は

專
ら
武
者
の
語
を
用
ひ
て
み
る
が
、
こ
の
書
に
使
っ
て
あ
る
武
者
や
今
昔
物
語
の
武
者
は
武
士
階

級
の
中
の
武
士
の
意
昧
で
あ
っ
て
、
官
職
名
の
武
者
で
は
な
い
や
う
で
あ
る
。

　
武
士
の
語
が
職
名
か
ら
轄
じ
て
階
級
の
義
に
用
ひ
ら
れ
た
の
は
恐
ら
く
李
安
末
期
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
ε
で
あ
っ
て
、
交
献
上
で
は
前
記
の
如
く
…
・
七
五
〇
年
頃
か
ら
多
い
の
で
あ
る
。
宇
津

・
保
物
語
は
薯
作
年
代
の
不
明
な
著
作
で
あ
っ
て
、
多
く
の
學
者
は
源
氏
物
語
以
前
の
や
う
に
述
べ

て
居
る
が
、
揖
至
仁
丈
の
如
く
源
氏
物
語
以
後
に
臨
く
入
も
あ
る
。
い
つ
れ
に
し
て
も
ほ
や
一
六

〇
〇
年
代
で
あ
る
。
そ
の
吹
上
の
憲
の
上
に

　
　
含
入
入
人
、
武
士
舎
人
こ
も
同
じ
薮
な
り
o



　
　
ご
あ
る
武
士
含
人
は
勿
論
職
名
で
は
あ
る
が
、
そ
の
武
士
ε
は
階
級
の
武
士
を
指
す
も
の
か
、
武
者

　
所
な
ご
の
武
臣
を
指
し
た
職
名
な
の
か
、
私
に
は
分
ら
な
い
。
宇
津
保
物
語
が
源
氏
物
語
以
前
の

　
著
で
あ
る
ε
し
て
も
、
明
か
に
武
士
階
級
勃
興
以
後
の
著
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ふ
除
地
は
な
い
の
で

　
あ
る
か
ら
、
右
の
武
士
含
入
を
新
し
く
勃
興
し
た
武
士
階
級
よ
り
任
命
し
た
舎
入
ご
解
し
て
も
解

　
し
え
ら
れ
ぬ
こ
ビ
は
な
い
Q
し
か
し
、
ざ
ち
ら
に
し
て
も
、
N
六
〇
〇
年
批
や
一
七
〇
〇
年
代
の
前

　
牢
紀
ご
ろ
に
は
武
士
階
級
を
武
士
ご
呼
ぶ
事
は
稀
な
の
で
、
護
書
の
範
幽
の
狭
い
私
に
は
右
年
代

　
頃
に
於
て
武
士
を
後
世
の
慧
味
に
使
つ
π
例
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
○
右
宇
津
保
の
例
以
外
に

　
無
い
ご
は
断
言
で
き
な
い
が
、
稀
な
事
は
確
に
言
へ
・
る
で
あ
ら
う
。

　
　
私
の
見
た
古
典
中
で
武
士
な
る
語
の
用
例
の
最
も
古
い
の
は
中
右
記
寛
治
六
年
（
一
七
五
ご
年
）
二
月

　
入
日
の
條
で
あ
っ
て
、
春
日
祭
に
上
卿
こ
し
て
勤
め
た
中
納
言
が
館
京
す
る
滋
で
源
義
甲
が
笠
懸

　
を
射
て
見
せ
た
記
事
・
中
に
⊃
義
綱
朝
臣
武
士
也
」
こ
か
「
武
士
中
剛
胆
射
者
一
入
」
な
ざ
い
ふ
語
句
が
あ
る
Q

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
邊
く
ご
も
…
七
五
〇
年
頃
に
は
武
士
こ
い
ふ
語
も
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
し
か

　
し
そ
の
盛
ん
に
用
び
ら
れ
た
の
は
一
入
○
○
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
保
元
の
飢
（
一
八
一
六
年
）

　
ご
ろ
よ
り
後
の
事
で
あ
る
。
從
っ
て
武
士
な
る
語
は
鎌
倉
時
代
（
一
入
五
〇
年
頃
以
後
）
に
は
い
っ
て
出
來
た
書

鮒
　
籍
に
多
く
用
ひ
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
軍
学
時
代
の
淋
し
く
末
に
撮
來
た
中
右
記
。
本
朝
世
紀
な
ざ
よ
り

工　
　
　
　
　
　
武
士
甦
の
態
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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六

ぼ
っ
ノ
＼
便
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
Q
し
か
し
此
れ
ら
二
男
に
も
兵
ε
い
ふ
語
の
方
が
多
く
用

ひ
ら
れ
て
る
る
。

本
朝
琶
紀
久
安
三
年
中
｝
入
〇
七
年
）
七
月
廿
百
の
條
に
次
の
や
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
法
皇
御
覧
武
士
司
　
散
位
李
正
弘
奪
子
離
之
輩
十
三
入
牢
養
布
胃
輔
　
又
散
位
源
重
成
、
右
衛
門

　
　
尉
公
俊
等
、
同
渡
御
前
叩
重
成
郎
從
甲
胃
之
昂
騰
馬
蝿
幅
之
布
寵
儲
躍
爲
炉
禦
流
矢
去
々
。
永
久

　
　
之
比
、
南
都
衆
徒
合
戦
時
日
、
叔
父
重
時
朝
臣
郎
…
從
着
二
此
布
一
云
々
。
　
一
族
矯
風
云
々
。
見
者
足

　
　
レ
驚
レ
眼
。

ご
あ
り
、
同
廿
丁
田
に
も
類
似
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
ε
上
達
部
・
殿
上
人
な
ご
が
武
士
の

生
活
を
珍
し
が
っ
た
こ
ご
が
秘
せ
ら
れ
る
○
　
こ
れ
に
よ
っ
て
も
武
士
な
る
語
が
ま
だ
都
で
は
あ

ま
り
行
は
れ
な
か
っ
た
ご
考
へ
て
よ
か
ら
う
○

武
士
な
る
語
は
鎌
倉
時
代
で
も
、
そ
の
用
法
の
範
團
が
廣
狭
憂
し
な
い
。
愚
管
抄
（
五
）
に
は

　
　
　
　
　
　
　
ブ

　
　
東
國
武
士
ハ
夫
マ
デ
モ
弓
箭
閉
扉
ヅ
サ
ヒ
テ
候
ヘ
バ
、
此
李
家
カ
ナ
ヒ
候
ハ
ジ
。

ご
あ
る
の
は
、
武
士
を
煙
く
使
っ
て
、
歩
卒
の
や
う
な
低
い
者
ま
で
武
士
の
中
に
こ
め
て
あ
る
が
、
愚

管
抄
よ
り
後
に
出
來
た
李
家
物
語
（
流
布
本
巷
七
）
に
は

　
　
落
行
く
本
家
は
誰
々
ぞ
。
前
内
大
臣
宗
盛
公
、
李
大
納
言
時
忠
（
㍊
灯
舩
卿
）
。
殿
上
入
に
は
内
藏



　
　
頭
信
基
讃
岐
干
瓢
時
實
（
以
下
十
五
人
署
）
。
信
に
は
二
位
憎
憎
專
親
（
掛
雛
）
。
武
士
に
は
受
領
・
瞼
非
違
使
・

　
　
撫
欄
山
肘
調
諮
司
尉
百
↓
ハ
∴
一
人
、
都
…
合
亘
ハ
熱
”
七
千
除
一
騎
云
々
。

ご
あ
っ
て
武
士
な
る
薄
粥
を
非
常
に
狭
く
用
ひ
、
七
千
除
騎
も
あ
る
軍
兵
は
武
士
の
外
に
計
へ
て

る
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
方
が
原
始
的
の
用
法
で
あ
っ
て
武
士
ε
い
ふ
名
を
用
ひ
た
最
初
の
意
味
は

応
手
に
狭
か
っ
た
ら
し
い
。
帥
ち
北
面
の
武
士
・
槍
非
違
使
・
衛
府
の
諸
司
な
ご
に
、
先
づ
武
士
ε
聡

し
た
も
の
ら
し
く
、
単
安
末
期
に
は
源
李
の
武
士
が
こ
れ
ら
の
諸
司
に
任
せ
ら
れ
．
功
を
立
て
る
事

が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
源
雫
の
武
人
を
武
士
ご
如
し
、
挙
安
時
代
の
細
末
ご
ろ
に
後
世
の
武
士

な
る
意
義
に
亡
く
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
（
前
に
引
い
た
本
朝
世

紀
久
安
三
年
の
文
に
見
え
る
三
人
の
武
士
中
、
重
成
・
重
時
は
北
面
に
仕
へ
、
竹
叢
非
違
使
ご
な
っ
て

み
た
事
は
明
か
で
あ
る
し
、
衛
府
の
武
臣
が
北
面
に
召
さ
れ
た
こ
ご
は
愚
管
抄
一
に
あ
る
。
か
、

る
例
を
多
く
集
め
て
見
る
ご
．
右
の
や
う
な
推
測
を
立
て
る
の
も
強
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ら
う
）

　
　
　
モ
ノ
ノ
フ
な
る
語
も
古
今
集
の
序
や
源
氏
物
語
・
狭
衣
物
語
等
に
多
少
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
古

　
今
集
の
和
文
の
序
に
は

蜘
　
　
　
力
を
も
入
れ
す
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
紳
を
も
あ
は
れ
ε
思
は
せ
、
男
女
の
中

1　
　
　
　
　
武
士
遺
の
魑
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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八

　
　
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け
き
も
の
の
ふ
の
心
を
も
慰
む
る
は
歌
な
り
。

ご
記
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
漠
澤
し
た
漢
文
の
序
に
は

　
　
動
】
天
地
蔵
二
鬼
帥
花
二
人
倫
h
和
｝
夫
婦
h
莫
ソ
垢
離
於
倭
歌
司

ε
あ
っ
て
モ
ノ
ノ
フ
の
事
を
省
い
て
、
そ
の
代
b
、
字
句
を
調
へ
る
爲
に
化
一
一
入
倫
一
を
入
れ
か
へ
て
あ

る
。
も
は
や
こ
の
頃
（
右
今
集
撰
上
ば
一
五
六
五
年
）
の
モ
ノ
ノ
フ
は
武
士
の
意
で
あ
っ
た
ら
う
ご
思
ふ
が
、
そ
れ
な
ら

漢
製
す
る
の
に
困
難
は
無
か
り
さ
う
で
あ
る
の
に
が
く
省
い
て
あ
る
の
は
妙
で
あ
る
。
別
に
詮

義
だ
て
す
る
ほ
こ
の
理
由
は
な
い
の
か
も
知
ら
ん
が
、
疑
へ
ば
疑
ひ
う
る
。
源
氏
物
語
桐
壺
の
懇
「

に
は

　
　
い
み
じ
き
も
の
の
ふ
、
あ
た
が
賢
き
な
り
こ
も
、
見
て
は
う
ち
ゑ
ま
れ
ぬ
べ
き
襟

ε
述
べ
て
あ
る
。
　
奈
良
朝
に
は
專
ら
「
モ
ノ
ノ
フ
ノ
」
ご
所
有
格
の
み
に
用
ひ
ら
れ
て
る
て
、
意
義
の

明
瞭
で
な
か
っ
た
モ
ノ
ノ
ブ
が
漸
く
後
世
の
武
士
の
意
昧
に
輻
じ
、
主
語
並
び
に
客
語
に
も
用
ひ

ら
れ
て
來
た
が
、
ま
だ
李
安
時
代
に
は
あ
ま
り
多
く
用
ひ
ら
れ
て
る
な
い
。

　
マ
ス
ラ
ヲ
が
季
安
中
期
ご
ろ
は
ま
だ
武
毎
を
意
味
す
る
こ
ε
な
く
、
唯
男
子
の
意
昧
に
用
ひ
ら

れ
此
事
は
、
そ
の
頃
に
源
順
（
講
コ
が
著
し
た
和
名
鋤
に
勢
子
の
意
に
草
し
て
あ
る
の
で
も
知

れ
る
。
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こ
の
や
う
に
武
士
な
る
語
が
武
士
の
存
在
漣
源
よ
り
遙
か
に
渥
れ
て
用
ひ
始
め
ら
れ
、
從
っ
て
、

そ
の
一
般
に
廣
く
用
ひ
ら
れ
た
の
は
夢
更
後
れ
て
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
っ
た
か

ら
、
武
士
滋
の
成
立
し
新
し
π
一
七
〇
〇
年
頃
に
は
、
武
士
道
の
語
も
無
か
っ
た
事
は
翼
然
の
こ
ご

で
あ
る
。
し
か
も
武
士
と
い
ふ
新
し
い
階
級
は
、
慣
習
的
に
登
達
し
た
ε
は
言
へ
、
少
し
勢
力
を
得

て
減
れ
ば
、
世
入
の
注
目
を
引
き
や
す
い
か
ら
、
ッ
ハ
モ
ノ
ε
か
何
ご
か
名
が
附
け
ら
れ
る
。
し
か

し
武
士
溢
の
方
は
眼
に
見
え
ぬ
ジ
ッ
ラ
で
あ
る
か
ら
，
一
履
命
名
が
お
く
れ
た
。

　
ま
た
同
じ
く
武
士
の
努
め
黒
む
べ
き
滋
・
で
も
．
武
藝
・
兵
法
の
方
は
、
道
徳
の
方
面
よ
り
も
す
つ
ご

具
膿
的
で
あ
り
が
っ
武
士
の
實
生
活
に
ご
つ
て
、
す
つ
ε
實
際
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
武
士
は
先
づ
こ

の
蓮
に
着
目
し
て
武
藝
・
兵
法
な
ご
の
技
能
を
兵
部
ご
呼
ん
だ
。
將
門
記
の
中
に
源
纒
基
を
心
し

て
「
未
レ
練
兵
道
こ
ご
言
っ
て
あ
る
が
、
こ
の
兵
道
は
軍
の
駈
覗
、
戦
傷
に
用
ひ
ら
れ
る
風
轡
な
ご
を
指
し
、

そ
れ
に
練
達
し
て
み
な
い
事
を
意
昧
し
た
の
で
あ
る
。

　
將
門
記
の
出
來
π
頃
は
武
士
の
興
算
し
つ
、
あ
っ
π
頃
で
ま
だ
武
士
滋
は
出
面
て
る
な
か
っ

た
が
、
武
士
遣
の
成
立
し
つ
、
あ
っ
元
頃
の
今
昔
物
語
を
見
る
ご
、
第
廿
五
懇
の
第
三
話
に

　
　
此
ノ
ニ
人
兵
ノ
蓮
ヲ
挑
ケ
ル
程
二

　
　
　
　
武
士
甦
の
趨
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
〇

ε
あ
う
、
同
窓
の
第
九
話
に

　
　
臨
此
ノ
保
掛
日
朝
臣
ハ
家
ヲ
㈱
磁
タ
ル
丘
ハ
ニ
モ
㎞
非
ズ
、
下
野
ト
云
人
ノ
子
也
。
而
…
ル
ニ
輪
路
、
家
ノ
丘
ハ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
ン
バ
か
け
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
う
く
ゲ
ソ

　
　
モ
不
予
塾
シ
プ
、
心
太
ク
手
早
キ
、
強
カ
ニ
シ
・
7
思
量
ノ
有
〃
事
モ
微
妙
ヶ
レ
バ
、
公
モ
此
ノ
人

　
　
ヲ
丘
ハ
ノ
肱
池
二
被
仕
ル
ニ
、
柳
一
、
心
モ
ト
全
州
キ
選
挙
虹
蝋
シ
O

な
ざ
用
ひ
て
あ
る
が
、
共
に
武
馨
、
武
技
の
こ
ご
で
あ
る
。
同
書
第
巻
斗
懇
の
第
三
十
四
話
に
「
兵
ノ

思
エ
」
こ
い
ふ
語
を
使
っ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
武
士
の
心
得
．
三
聖
こ
い
ふ
ほ
ご
の
語
で
鯨
程
精
帥
的

に
な
っ
て
み
る
が
、
裾
払
的
分
子
は
少
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
軍
記
も
の
な
ご
に
多
く
使
は
れ
る
「
弓

馬
の
道
」
「
弓
矢
の
道
」
「
武
馨
の
道
」
「
戦
岡
の
溢
」
な
ざ
の
語
や
、
義
貞
記
に
使
っ
て
あ
る
「
武
士
ノ
故
實
」
吾
妻

鏡
（
文
治
元
年
十
月
耐
四
日
）
に
使
っ
て
あ
る
舅
士
之
故
篁
な
ざ
い
ふ
類
の
語
も
多
少
の
差
こ
・
て
あ
般
將
電
機
や

今
昔
物
語
の
豆
ハ
滋
」
叉
は
豆
ハ
の
思
え
」
ご
似
た
用
法
の
語
で
あ
っ
て
、
滋
養
的
な
爆
雷
が
乏
し
い
○

　
そ
れ
よ
り
は
軍
記
も
の
に
屡
3
見
ら
れ
る
「
武
士
の
習
」
こ
か
「
弓
矢
ご
る
身
」
な
ご
云
ふ
語
の
方
が
、

す
つ
ご
遽
徳
的
意
義
を
多
く
含
ん
で
み
る
こ
ご
が
あ
る
。

　
　
弓
矢
取
者
ノ
聯
モ
儒
タ
ル
ハ
後
代
ノ
理
・
＝
グ
有
モ
ノ
ヲ
ト
思
ヒ
ヶ
レ
バ
ベ
鰺
瀧
腿
咽
）

　
　
弓
箭
取
者
・
習
、
假
ニ
モ
名
・
ソ
惜
ク
候
へ
。
馨
嚢
）

な
ご
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。



　
　
武
道
ご
い
ふ
語
は
武
藝
こ
い
ふ
意
味
に
も
用
ひ
ら
れ
る
が
、
廣
く
武
士
の
嗜
む
べ
き
滋
ご
い
ふ

　
意
味
で
痘
徳
的
精
薬
酌
の
沼
緑
を
含
ま
せ
る
こ
と
が
少
一
な
い
。
保
元
物
語
（
三
）
に

　
　
　
武
ノ
滋
。
非
分
ノ
者
ヲ
殺
ナ
“
ル
也
。

　
ご
あ
る
の
は
「
武
士
の
故
實
」
な
ご
に
近
い
が
、
や
は
り
、
蓮
徳
的
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
○
李
治
物
語

　
　
（
三
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ド

　
　
　
ブ
レ
バ
武
道
二
血
氣
勇
者
、
仁
義
勇
者
ト
云
事
ア
ソ
。
　
如
何
ニ
モ
仁
義
勇
者
ヲ
本
ト
ス
。
　
忠

　
　
　
宗
・
景
露
台
当
無
吾
畷
汐
溜
）
モ
随
分
血
氣
勇
者
一
＝
グ
抜
群
，
・
者
ナ
リ
シ
カ
丘
《
仁
義
ナ
キ
が
故
二
譜

　
　
　
代
ノ
主
潜
討
奉
リ
テ
、
絡
二
我
身
ヲ
滅
シ
ケ
ソ
。

　
こ
い
ふ
武
道
の
用
法
は
外
面
的
な
武
技
・
武
馨
よ
り
は
内
面
的
な
人
格
を
圭
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
八
条
物
語
は
鎌
倉
初
期
、
凡
そ
…
入
七
〇
年
頃
の
著
作
で
あ
っ
て
、
武
士
道
の
大
い
に
無
漏
し
つ
、

　
あ
っ
た
頃
で
あ
る
か
ら
、
も
ご
は
武
藝
を
意
味
し
た
語
に
乾
し
て
，
道
徳
的
の
意
昧
を
加
へ
た
も
の

　
で
あ
ら
到
、
吾
妻
鏡
（
図
書
に
「
尤
叶
骨
導
有
情
云
々
言
あ
る
の
も
同
様
の
用
法
で
あ
る
。
武
滋

　
の
か
、
る
用
法
は
後
世
に
な
っ
て
も
多
く
行
は
れ
、
江
戸
二
代
の
武
士
滋
書
類
に
は
い
く
ら
で
も
、

　
そ
の
用
例
が
あ
る
。
大
忌
学
友
山
の
武
道
初
心
集
の
武
道
も
、
そ
の
一
例
で
あ
り
、
貝
原
慰
労
の
武

鵬
訓
の
中
に
も
用
ひ
て
あ
る
。
小
説
で
は
あ
る
が
添
原
西
鶴
の
武
撹
傳
來
記
も
右
の
用
法
に
よ
つ

1　
　
　
　
　
武
士
甦
の
趨
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日



1254

習
學
研
究
第
百
五
號

一
二

て
る
る
Q

ま
た
士
風
ご
い
ふ
語
も
あ
る
。
吾
妻
璽
播
解
綬
）
に
頼
朝
が
武
士
が
勇
肚
活
濃
な
遊
技
を
好

む
べ
き
も
の
で
あ
る
ε
言
ふ
意
味
で
「
是
士
風
也
」
ご
言
っ
た
の
は
武
士
の
風
儀
、
武
士
の
作
法
こ
い

ふ
や
う
な
意
昧
で
あ
る
が
、
頼
朝
は
そ
の
語
の
中
に
「
か
く
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
こ
い
ふ
一
種
の

理
想
を
ふ
く
め
て
用
ひ
て
み
る
。

　
な
ほ
義
貞
潔
に
は
「
半
道
」
ご
い
ふ
語
を
使
っ
て
み
る
。
足
利
時
代
の
末
に
出
來
淀
書
籍
で
あ
る

が
、
そ
の
事
績
は
ほ
や
前
記
の
武
道
に
似
た
意
昧
で
あ
っ
て
、
武
士
の
滋
徳
上
の
心
得
を
主
ご
し
、
そ

れ
に
載
箏
上
の
駈
引
進
退
・
武
藝
な
ざ
を
も
い
く
ら
か
含
め
て
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
か
く
武
士
滋
ε
ほ
ご
ん
ざ
似
淀
「
武
滋
」
な
ざ
の
語
は
鎌
倉
時
代
に
早
く
か
ら
有
っ
た
も
の
で
あ

る
が
、
武
士
滋
ε
い
ふ
語
は
出
風
な
か
つ
だ
ら
し
い
。
し
か
し
そ
の
概
念
は
確
か
に
あ
っ
π
に
違

ひ
な
い
の
で
、
風
雅
集
雑
下
に

　
　
命
を
は
か
ろ
き
に
な
し
て
武
士
の
道
よ
り
を
も
き
道
あ
ら
め
や
は

ε
い
ふ
源
致
雄
の
詠
歌
が
あ
る
。

　
武
道
ご
武
士
道
ご
は
同
様
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
る
け
れ
こ
も
，
用
法
上
の
逼
別
が
あ
っ
て
武
道



　
は
武
功
を
主
ご
し
．
武
士
溢
は
人
を
主
こ
し
て
み
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
ご
ろ
の
武

　
士
道
は
一
朝
事
あ
る
時
、
書
の
馬
前
に
於
て
命
を
的
に
奮
戦
し
．
多
年
の
恩
顧
に
報
い
る
事
郎
ち
働

　
の
方
を
主
と
し
て
考
へ
て
る
た
が
、
働
を
す
る
人
の
方
を
、
あ
ま
り
考
へ
て
る
な
か
っ
た
か
ら
、
武
士

　
道
ご
い
ふ
語
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。
も
ε
よ
り
、
か
、
る
働
は
武
士
が
行
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
武
痘

　
は
勿
論
、
武
士
の
道
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
概
念
上
軍
書
の
出
早
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

　
　
武
士
道
が
戦
國
時
代
に
輝
輝
に
罰
標
し
た
群
雄
に
よ
っ
て
奨
鳳
さ
れ
た
頃
に
は
、
室
町
時
代
に

　
五
山
に
於
て
登
幸
し
つ
、
あ
っ
た
儒
學
が
、
次
第
に
武
士
の
間
に
も
普
及
し
て
來
た
。
北
條
早
雲

　
が
そ
の
家
訓
の
中
で

　
　
　
　
一
、
少
の
隙
あ
ら
ば
物
の
本
を
ば
、
文
ヒ
宇
の
あ
る
物
を
懐
に
入
、
常
に
入
目
を
忽
び
み
べ
し
。
寝

　
　
　
て
も
さ
め
て
も
、
手
馴
ざ
れ
ば
、
文
学
忘
る
、
な
り
。
書
く
こ
ε
又
主
事
。

　
ε
言
っ
て
、
武
士
に
學
問
を
国
難
に
す
、
め
た
○
大
内
氏
が
文
敢
の
隆
盛
を
計
b
、
交
臣
を
京
都
よ

　
り
集
ぬ
て
経
書
を
講
せ
し
め
た
り
、
大
内
版
ご
潤
せ
ら
れ
る
書
籍
を
版
行
し
た
こ
ご
や
、
こ
の
大
内

　
氏
の
文
運
に
養
は
れ
た
桂
庵
轡
師
が
肥
後
・
薩
摩
の
丈
運
の
源
を
開
き
、
菊
池
氏
の
城
下
参
府
は
後

　
に
「
戸
々
民
村
夜
論
レ
書
」
ビ
評
せ
ら
れ
た
程
で
あ
り
、
島
津
民
の
開
学
に
於
け
る
桂
庵
の
戚
化
は
唄
履

鰯
　
著
し
く
し
て
、
多
く
の
儒
僑
を
出
し
期
日
籍
開
版
も
少
く
な
か
っ
た
。
織
田
信
長
も
元
手
四
年
七
月

1　
　
　
　
　
武
士
道
の
超
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二



22t”6

　
　
　
　
惣
學
研
究
第
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

次
の
如
き
定
書
を
毘
し
て
み
る
。

　
　
一
、
儒
滋
之
學
二
心
ヲ
確
キ
、
國
家
ヲ
正
テ
ン
ト
深
ク
鳳
ス
者
、
或
ハ
忠
孝
烈
之
者
尤
大
切
ナ
ル

　
　
事
條
下
行
等
、
他
二
異
二
面
濡
計
風
船
其
器
ノ
贋
狭
量
尋
問
可
レ
告
二
知
之
一
事
。

　
か
、
る
例
は
ま
だ
少
く
な
い
。
鎌
倉
時
代
で
も
武
士
は
世
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
程
無
冠
で
は

な
く
、
殊
に
鎌
倉
末
期
に
は
儒
學
も
武
士
の
間
に
可
な
り
盛
ん
に
講
響
さ
れ
た
標
で
あ
る
が
、
全
膿

漏
に
見
る
ご
、
概
し
て
儒
學
は
振
は
な
か
っ
た
。
　
そ
れ
に
比
し
、
載
國
時
代
の
武
士
は
絶
え
ず
戦
爾

を
事
ご
し
つ
、
も
．
随
分
熟
心
に
學
問
を
厩
ん
だ
者
が
多
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
入
の
人
た
る
滋
、
萬

物
の
露
長
た
る
所
以
を
突
第
に
臼
毒
す
る
や
う
に
な
り
、
武
士
の
修
養
ご
し
て
、
武
技
・
兵
法
並
び
に

戦
場
に
於
け
る
立
派
な
振
舞
を
磨
く
ご
共
に
、
根
本
に
武
士
の
入
聞
ご
し
て
の
修
養
が
考
へ
ら
れ

て
來
た
ら
し
い
が
っ
武
道
を
行
ふ
も
の
が
、
そ
の
入
で
あ
る
こ
ご
に
主
眼
を
置
く
や
う
に
な
っ
て

遽
に
、
武
士
滋
こ
い
ふ
語
が
戦
國
時
代
の
末
に
な
っ
て
鵠
來
た
も
の
こ
思
は
れ
る
。
も
ε
よ
う
武

滋
を
行
ふ
者
が
武
士
そ
の
入
で
あ
る
事
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
獲
ら
澱
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
鎌
倉
時

代
で
も
こ
れ
に
氣
つ
く
入
が
有
っ
た
こ
ε
で
あ
ら
う
か
ら
「
武
士
の
滋
」
こ
い
ふ
語
も
一
部
に
は
行

は
れ
た
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
け
れ
ざ
も
、
前
記
風
雅
集
以
外
に
は
殆
ご
「
武
士
の
道
」
と
い
ふ
語
を

使
つ
だ
例
は
遺
っ
て
み
な
い
や
う
で
あ
る
。



雅
風
集
は
北
條
壷
金
羊
三
年
目
貞
和
二
年
目
二
〇
〇
六
年
）
に
花
園
上
皇
の
撰
ば
れ
π
歌
集
で
あ
る

か
ら
、
ま
っ
は
鎌
倉
時
代
の
歌
を
集
め
淀
も
の
ε
見
て
よ
い
。
作
者
源
致
雄
の
人
ビ
な
り
に
つ
い

て
は
奪
卑
分
賑
・
勅
撰
作
者
部
類
を
調
べ
て
見
た
が
、
見
あ
た
ら
な
か
つ
沈
の
で
、
そ
の
世
系
な
ご
は
、

今
の
私
に
は
分
ら
な
い
。
（
芳
賀
博
士
編
の
日
本
人
名
継
手
に
は
「
装
入
．
五
位
、
風
雅
集
の
作
家
宮
説

明
し
て
あ
る
が
、
私
の
見
た
勅
撰
部
類
の
五
位
の
部
に
は
見
出
せ
な
か
つ
淀
）

120“7

　
武
士
道
ご
い
ふ
語
の
初
め
て
用
ひ
ら
れ
た
の
は
、
何
の
本
で
あ
る
か
ご
い
ふ
事
は
、
ち
よ
つ
ご
調

べ
に
く
い
難
問
で
あ
る
が
、
江
月
時
代
の
ご
く
始
、
に
出
面
た
備
前
老
入
物
語
、
武
功
雑
記
．
黒
田
家
老

士
物
語
．
加
藤
清
正
掟
書
な
ざ
に
は
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
黒
田
家
老
士
物
語
に
は

　
　
一
、
如
水
公
御
物
語
に
…
－
・
・
武
士
道
の
吟
昧
も
な
く
、
武
藝
も
お
こ
た
り
、
尤
武
具
等
も
疎
に
し

　
　
て
ほ
こ
り
に
埋
れ
、
弓
鑓
の
柄
は
鐘
の
住
家
ご
成
云
々
○

ご
あ
り
、
備
ぬ
剛
老
人
物
戴
贈
に
は

　
　
秀
吉
公
よ
b
近
江
六
角
殿
へ
御
壷
儀
の
時
仰
せ
ら
れ
け
る
は
、
六
角
殿
は
古
風
の
家
な
れ
ば

　
　
規
式
正
し
か
る
べ
し
ε
て
、
禮
儀
を
わ
き
ま
へ
て
、
武
士
道
の
轡
あ
り
て
器
量
よ
き
入
を
三
人

　
　
撰
出
さ
れ
て
云
々
。

　
　
　
　
武
士
道
の
匙
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
聯
慨
墨
　
研
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％
　
第
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踏
耀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺
山
ハ

脇
ピ
い
ふ
例
の
外
蕎
数
箇
の
用
例
が
あ
る
・
加
藤
清
正
掟
書
に
は

　
　
　
常
な
武
士
道
の
吟
味
を
せ
ざ
れ
ば
、
い
さ
ぎ
よ
き
死
は
仕
に
ぐ
き
物
に
て
声
問
云
々
。

　
ε
書
い
て
あ
る
。

　
　
か
く
入
を
主
ご
す
る
傾
向
が
串
來
た
ε
は
言
へ
武
士
単
元
凍
の
主
意
は
琴
平
に
出
て
命
を
的

　
に
死
力
を
つ
く
し
て
働
き
、
主
侯
多
年
の
恩
顧
に
報
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ざ
こ
ま
で
も
武
功
を
立

　
て
る
こ
ご
が
徳
V
ば
れ
る
。
少
々
道
徳
に
弗
胃
い
て
も
、
功
名
を
立
て
た
方
が
よ
い
、
勝
つ
た
方
が
よ
い

　
ε
な
り
や
す
い
の
で
あ
る
か
ら
，
武
士
滋
ご
い
ふ
語
が
出
來
て
も
、
そ
の
語
は
や
、
も
す
れ
ば
、
武
藝

　
や
武
術
や
軍
法
や
、
野
獣
の
巧
拙
ご
故
實
な
ご
に
巧
者
な
こ
ご
、
よ
く
馴
れ
た
こ
と
の
意
味
に
用
ひ

　
ら
れ
た
。
人
を
圭
こ
し
、
入
格
修
養
を
重
ん
ず
る
や
う
に
は
な
っ
て
來
だ
も
の
の
、
武
士
遣
の
内
容

　
は
重
し
い
進
歩
を
示
し
て
み
な
い
。
第
九
節
に
述
べ
た
如
き
不
純
な
舜
子
も
多
く
残
っ
て
み
た
。

　
尤
も
こ
れ
は
武
士
の
生
活
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
た
不
純
分
子
だ
か
ら
封
建
制
度
の
存
す
る
か
ぎ

　
わ
、
取
去
り
に
く
か
ら
う
○

　
　
こ
の
事
は
武
士
道
こ
い
ふ
語
の
用
例
が
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
武
道
に
比
べ
て
見
て
、

　
す
つ
ε
少
い
こ
い
ふ
事
實
か
ら
見
て
も
推
察
す
る
事
が
出
謬
る
。
母
上
博
士
・
有
馬
學
士
共
編
の

　
武
士
道
叢
書
三
里
の
申
に
は
武
士
道
に
關
す
る
古
書
を
五
十
九
部
股
め
て
あ
る
が
、
多
く
は
江
戸



時
代
中
の
述
作
で
あ
る
。
そ
の
中
に
使
っ
て
あ
る
武
士
道
こ
い
ふ
語
は
、
武
道
の
語
に
比
し
て
著

し
く
少
く
、
武
士
溢
を
書
名
に
使
つ
だ
の
は
全
く
な
い
。
（
但
し
江
戸
疇
代
著
書
中
で
武
士
滋
の
語

を
書
名
に
用
ひ
た
本
は
無
い
こ
ご
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
九
飾
に
引
い
た
武
士
滋
用
鑑
抄
な
ざ

は
そ
の
一
例
で
あ
る
）
　
か
く
武
士
遣
な
る
語
の
流
行
し
な
か
っ
た
の
は
、
武
士
の
實
白
し
た
武
士

蓮
、
武
士
の
考
へ
て
る
た
武
士
遣
が
、
十
分
滋
徳
化
し
た
も
の
で
な
く
、
上
に
述
べ
た
如
き
、
不
純
な
分

子
が
多
く
し
て
、
徒
ら
に
武
功
を
競
ふ
こ
ご
を
心
が
け
た
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
は
し
い
武
道
の
語
の

方
が
、
多
く
行
は
れ
た
爲
で
あ
ら
う
。

第
十
三
節
　
江
戸
時
代
儒
者
の
士
道
論
の
大
要

附
　
結
　
論

　
　
か
、
る
不
純
な
分
子
を
出
趨
る
だ
け
取
除
い
て
、
も
つ
ご
道
徳
的
な
も
の
に
し
だ
の
は
江
戸
時

　
代
に
武
士
道
を
説
い
た
儒
者
で
あ
っ
た
。
中
江
藤
樹
・
山
鹿
素
行
・
貝
’
原
盆
石
・
吉
田
松
陰
等
が
そ
の

　
代
表
者
で
あ
り
、
大
壷
寺
友
由
・
津
輕
膿
血
な
ご
は
純
輝
の
儒
者
で
は
な
い
が
、
儒
道
を
墓
礎
に
し
て

蜘
　
武
士
道
を
説
い
て
み
る
。

1　
　
　
　
　
　
武
士
道
の
魍
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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一
八

　
江
戸
晴
代
は
我
が
幽
史
上
、
珍
し
い
ほ
ざ
太
平
が
永
一
績
い
た
。
元
和
橿
武
以
後
二
百
年
以
上

も
干
黄
を
劇
か
す
こ
ε
は
な
か
っ
た
○
大
挙
の
世
に
な
る
ご
、
武
士
の
生
活
も
だ
ん
一
宗
っ
て

來
た
。
死
生
の
境
に
野
幌
す
る
こ
ε
は
全
く
な
く
な
っ
た
。
彼
れ
ら
か
ら
古
武
士
の
意
氣
は
次

第
に
薄
れ
て
行
く
。
彼
れ
ら
の
努
む
べ
き
修
養
は
一
朝
事
あ
る
時
云
々
ご
昌
で
言
ひ
、
心
で
思
っ

て
み
て
も
が
、
る
事
が
全
く
超
ら
な
い
か
ら
、
鎌
倉
時
代
ご
ろ
の
武
士
が
實
生
活
か
ら
腱
得
し
淀

武
士
の
修
養
は
全
く
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
○
武
功
の
物
語
も
昔
の
夢
こ
な
っ
た
○
昔
は
武
士
遣

が
實
生
活
か
ら
（
江
戸
時
代
に
比
し
て
）
比
較
的
容
易
に
修
養
せ
ら
れ
た
け
れ
ざ
も
、
聖
代
で
は
そ
れ

を
激
説
ご
し
て
奨
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
マ
〈
太
軍
が
輝
く
ビ
農
工
商
の
町
人
は
そ
の
経
濟
力
で
…
以
て
武
士
階
級
を
厘
倒
す
る
や
う
に
な

る
。
例
へ
ば
米
が
多
く
取
れ
る
ε
、
米
便
が
安
く
な
る
か
ら
「
定
の
知
行
で
暮
し
て
み
る
武
士
は

再
入
が
激
減
し
て
生
活
に
苦
し
む
。
か
、
る
場
合
に
幕
府
は
武
士
を
救
ふ
爲
に
努
力
し
な
け
れ

ば
、
武
士
が
他
の
三
民
の
上
に
立
っ
て
支
配
す
る
カ
が
減
じ
、
幕
府
の
基
礎
が
動
揺
す
る
。
八
代
將

軍
吉
宗
は
新
田
を
多
く
開
拓
さ
せ
た
り
し
て
来
産
の
塘
加
を
圏
つ
た
の
で
、
米
産
が
著
し
く
直
し

て
米
便
が
大
い
に
下
っ
た
。
そ
れ
で
昏
々
を
騰
貴
さ
せ
て
武
士
を
救
は
う
こ
し
て
、
吉
宗
は
晩
年

に
は
貨
幣
を
悪
質
に
改
鋳
し
て
物
綴
の
騰
貴
を
圖
つ
た
こ
ご
が
あ
る
。
武
士
は
唯
政
治
上
の
支



　
　
配
力
を
有
す
る
の
み
で
、
産
業
・
経
濟
・
學
問
・
藝
術
上
で
は
次
第
に
漉
入
の
方
が
優
勝
の
位
畳
を
占
め

　
　
て
行
つ
元
〇
　
一
．
膿
、
太
平
の
世
に
封
建
罰
度
・
武
士
階
級
を
維
持
す
る
こ
ご
は
甚
だ
困
難
な
こ
ご
で

　
　
あ
る
か
ら
、
江
戸
時
代
の
武
士
は
種
々
苦
心
し
て
政
治
上
の
藍
綬
を
維
持
し
よ
う
ご
し
た
が
、
結
局

　
無
効
に
絡
っ
て
途
に
維
持
し
き
れ
な
く
な
っ
た
の
が
騨
治
維
新
で
あ
乃
。

　
　
武
士
で
あ
る
か
ら
武
藝
慮
ハ
法
を
學
び
、
武
士
の
守
る
べ
き
道
を
説
い
て
み
る
が
、
武
士
生
活
が
太

　
季
の
世
に
は
「
種
の
矛
盾
で
あ
る
熱
す
れ
ぱ
こ
れ
ら
の
修
養
も
矛
盾
で
あ
る
（
少
く
ご
も
意
義
が

　
　
乏
し
い
）
。
そ
れ
で
武
士
に
は
右
の
如
き
縞
馬
嘉
承
の
修
養
の
外
に
儒
學
の
講
響
が
盛
ん
に
行
は

　
　
れ
た
○
　
武
士
が
愚
蒙
の
笹
に
そ
の
鍵
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
は
農
工
商
を
政
治
上
に
支
配
し
、
又

　
彼
れ
ら
の
道
徳
上
の
模
範
と
な
る
よ
り
良
い
方
法
は
な
い
。
か
、
る
方
法
を
激
へ
て
く
れ
る
の

　
は
出
世
問
の
佛
敷
で
な
く
，
修
身
博
学
治
國
耶
天
下
を
説
一
世
間
的
な
儒
敷
で
あ
っ
た
。
江
β
時

　
代
に
儒
敢
の
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
色
々
の
理
由
も
あ
る
が
、
時
代
の
要
求
が
右
の
や
う
に
な
っ
て

　
み
た
か
ら
で
あ
る
Q
か
く
し
て
儒
者
は
古
來
の
武
道
に
儒
駿
を
調
和
し
て
、
一
種
新
し
い
武
士
逆

　
を
論
じ
始
め
た
。
儒
敷
に
も
支
那
古
代
の
階
級
鱗
雲
こ
し
て
の
士
、
即
ち
卿
・
太
夫
・
士
の
中
の
士
の

　
守
る
べ
き
六
徳
上
の
心
得
を
説
か
な
い
こ
ご
は
な
い
が
、
そ
れ
は
士
滋
ご
亀
か
ま
し
く
銘
を
打
つ

瓢
ほ
ご
に
格
段
の
道
こ
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
な
か
ら
う
ビ
思
は
れ
る
。
然
る
に
江
戸
空
芝
部

1
　
　
　
　
　
武
士
道
の
起
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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の
儒
者
は
こ
の
士
を
直
ち
に
我
が
國
の
武
士
に
該
當
さ
せ
て
、
士
道
ご
い
ふ
藪
を
説
い
た
。
故
に

中
江
藤
樹
や
山
鹿
素
行
の
士
滋
論
は
古
昔
か
ら
の
武
士
滋
ε
は
徐
心
違
つ
・
元
も
の
に
な
っ
て
み

る
。
名
繕
だ
け
は
武
士
の
道
で
あ
ら
う
が
、
内
容
は
儒
道
で
あ
る
。
だ
か
ら
藤
樹
は

　
　
士
滋
の
嘉
言
は
い
か
“
仕
り
た
る
が
よ
く
御
座
候
や
。
儒
の
心
學
に
て
吟
心
し
た
る
が
よ

　
　
一
候
。
さ
な
一
て
は
吟
味
正
面
の
義
理
に
當
ら
澱
も
の
に
て
候
（
写
方

ε
言
ひ
、
又

　
　
根
本
、
士
の
品
、
上
中
下
の
三
だ
ん
御
入
候
。
明
徳
十
分
に
あ
き
ら
か
に
、
名
利
私
欲
の
わ
づ
ら

　
　
ひ
な
一
仁
義
の
大
勇
あ
り
て
支
武
兼
備
り
た
る
を
上
ご
す
。
云
々
（
謬

こ
も
言
ひ
、
更
に
儒
滋
を
よ
く
學
ん
だ
者
は
百
萬
の
敵
に
も
恐
れ
な
い
ご
か
、
軍
法
武
藝
等
は
皆
義

の
溢
の
分
れ
で
あ
り
、
義
は
儒
滋
の
剛
色
で
あ
る
か
ら
儒
滋
は
是
非
こ
も
士
の
學
ぶ
べ
き
事
で
あ

る
こ
も
言
っ
た
。
貝
原
盆
軒
は
も
つ
ご
簡
潔
に

　
　
つ
は
も
の
の
滋
、
儒
者
の
滋
こ
て
二
丁
な
し
（
武
訓
上
）

ビ
言
っ
た
。
山
鹿
素
行
の
士
道
論
も
「
仁
義
を
糠
ご
し
て
内
の
徳
を
趣
（
饒
鍵
牡
）
る
こ
と
を
根

本
ご
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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か
く
士
道
は
儒
激
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
け
れ
こ
も
、
そ
の
説
の
主
旨
は
古
か
ら
の
武
士
道
の
精

憩
を
受
け
つ
い
で
み
る
の
で
あ
っ
て
、
よ
く
主
君
へ
忠
を
つ
く
し
、
一
朝
事
あ
れ
ば
勇
ま
し
く
働
い

て
武
功
を
立
て
る
こ
ご
を
辛
め
て
る
る
○
　
こ
れ
ら
忠
勇
を
馬
堀
す
る
・
奥
に
は
武
士
階
級
の
権
勢

を
維
持
し
よ
う
ご
す
る
希
求
が
、
一
つ
の
強
い
モ
ー
チ
ブ
を
な
し
て
み
る
こ
ご
は
第
八
節
で
説
い

た
こ
ビ
で
あ
る
が
．
江
戸
蒔
代
の
士
道
も
こ
の
主
意
を
十
分
受
け
つ
い
で
み
る
の
で
あ
っ
て
、
武
士

を
し
て
政
治
上
三
民
を
支
配
す
る
カ
を
得
し
め
、
道
徳
上
彼
れ
ら
の
模
範
た
ら
し
め
よ
う
ご
努
力

し
た
○
素
行
の
士
道
の
説
の
舅
頭
に
「
知
出
己
職
饗
」
ビ
題
し
て
、

　
　
凡
そ
士
の
職
ご
云
は
、
覚
ハ
の
身
を
顧
み
、
主
人
を
得
て
奉
公
の
患
を
着
し
、
朋
輩
に
斯
て
信
を
厚

　
　
く
し
、
身
の
猫
り
を
愼
ん
で
義
を
専
ビ
す
る
に
あ
）
。
　
中
略
。
　
農
工
商
は
其
職
業
に
暇
あ
ら

　
　
ざ
る
を
以
て
常
住
相
思
て
其
道
を
不
レ
得
グ
盤
。
士
は
農
工
商
の
業
を
さ
し
以
て
、
此
滋
を
專
つ

　
　
ビ
め
、
三
民
の
問
恥
く
も
人
倫
を
み
だ
ら
ん
輩
を
ば
速
に
罰
し
て
、
以
て
、
天
下
に
入
倫
の
正
し

　
　
き
を
待
つ
。
是
士
に
交
武
之
徳
を
知
3
、
不
・
備
ば
あ
る
べ
か
ら
す
。
さ
れ
ば
形
に
は
創
戟
弓
馬

　
　
の
用
た
ら
し
め
、
内
に
は
君
臣
・
朋
友
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
遊
を
つ
ご
め
て
、
文
撃
茎
に
た
う
、
武
備

　
　
外
に
調
て
．
三
民
蜜
ら
是
を
師
と
し
、
是
を
貴
ん
で
、
其
激
に
し
た
が
ひ
其
本
末
を
し
る
に
た
れ

　
　
り
。
こ
、
に
お
い
て
士
の
滋
た
っ
て
云
々
。
（
語
顛
巷
二
＋
一
）

　
　
　
　
武
士
甦
の
起
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
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鯉
學
研
究
第
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

ご
蓮
べ
て
る
る
し
、
盆
蔚
も

　
　
凡
，
士
は
萬
民
を
養
ひ
助
け
ん
淀
め
の
官
な
り
。
昔
よ
り
、
其
た
め
に
其
職
分
を
立
て
た
れ
ば
、

　
　
士
た
る
入
は
民
を
憐
み
葱
む
志
忘
る
べ
か
ら
す
。
凡
そ
道
に
志
あ
り
て
義
を
好
み
、
心
直
に

　
　
し
て
情
ふ
か
く
、
儒
な
く
て
愼
あ
る
は
良
士
な
b
o
（
初
穂
訓
四
）

　
士
道
論
は
古
か
ら
の
武
士
道
の
儒
激
化
さ
れ
π
も
の
で
あ
る
。
時
勢
に
俘
な
う
て
墾
容
を
加

へ
た
だ
け
て
，
本
來
の
面
目
は
依
然
と
し
て
廃
っ
て
み
る
わ
け
で
あ
う
、
そ
の
士
道
論
は
飽
く
ま
で

も
封
建
時
代
の
武
士
舗
度
に
墓
い
て
立
て
ら
れ
た
昏
夢
で
あ
っ
た
。

　
故
に
．
儒
者
の
国
粋
論
は
、
そ
の
所
説
に
顯
は
れ
て
る
る
如
く
古
か
ら
野
饗
さ
れ
て
來
π
武
士
道

の
不
純
分
子
を
取
去
る
こ
ご
を
置
的
こ
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
ざ
こ
ま
で
そ
の
目
的
が
達

せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
○
儒
蕨
の
道
を
日
本
の
武
士
生
活
に
あ
て
は
め
る
限
り
、
武
士
生
活
そ
の

も
の
か
ら
起
つ
た
不
純
分
子
は
取
去
ら
れ
る
こ
ざ
難
く
、
唯
不
純
分
子
を
半
開
減
じ
う
る
か
、
儒
敷

ご
武
士
生
活
ご
を
中
和
さ
せ
う
る
の
み
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
武
士
道
の
激
説
は
大
い
に
…
進

歩
し
元
が
、
實
行
上
で
は
著
し
い
逡
歩
は
な
か
っ
た
ご
ご
く
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
多
く

の
學
者
が
説
か
れ
る
武
士
溢
は
こ
れ
ら
儒
者
の
士
道
を
受
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
故
に
説
く

ε
こ
ろ
は
大
い
に
備
っ
て
み
て
も
、
歴
史
上
に
r
實
行
さ
れ
た
武
士
道
そ
の
物
で
は
な
く
、
殊
に
史
實



か
ら
、
そ
の
謹
徴
を
求
め
よ
う
こ
す
る
や
う
に
な
る
ご
、
元
來
が
儒
者
の
理
想
を
説
い
た
も
の
で
、
三

聖
實
行
さ
れ
た
道
で
は
な
い
か
ら
其
の
超
源
や
特
質
論
が
、
史
實
に
合
は
な
い
も
の
ε
な
っ
て
し

ま
ふ
の
で
あ
る
○
し
か
も
、
儒
者
は
國
民
道
徳
の
精
華
こ
し
て
武
士
滋
を
説
い
て
み
な
い
。
武
士

の
滋
こ
し
て
説
い
て
み
る
。
國
舞
姫
徳
こ
し
て
武
士
道
を
説
く
の
は
明
治
以
後
の
説
で
あ
ら
う

ご
思
は
れ
る
が
．
そ
こ
に
至
っ
て
．
一
聯
史
上
の
武
士
道
ご
離
れ
た
澱
説
こ
な
っ
て
み
る
ご
思
は
れ

る
の
で
あ
る
○
（
嬬
者
の
士
道
論
は
立
派
な
も
の
で
，
そ
れ
自
ら
存
在
す
る
贋
値
を
持
っ
て
る
る
か

ら
、
私
は
反
堆
し
よ
う
ご
は
思
は
な
い
。
今
日
の
武
士
遁
論
へ
の
反
駁
の
引
合
に
出
し
た
ま
で
で

あ
る
。
）

　
　
　
か
く
武
士
滋
が
武
士
階
級
の
聞
に
登
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
滋
を
激
へ
た
モ
ー
チ
プ
は
武

　
士
の
特
灌
を
保
持
す
る
こ
ご
を
主
旨
こ
し
て
ゐ
元
も
の
こ
す
れ
ば
、
武
士
の
な
い
時
代
に
は
武
士

　
遊
の
あ
る
筈
が
な
い
。
尤
も
武
士
階
級
の
存
し
な
い
時
代
、
又
は
國
土
の
中
で
も
載
孚
が
永
く
つ

　
　
“
け
ば
其
の
將
士
の
問
に
一
種
武
士
道
的
な
行
立
が
行
は
れ
る
こ
ご
も
あ
ら
う
が
．
そ
れ
は
一
時

　
的
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
鮮
魚
の
絡
る
ε
共
に
無
く
な
る
は
す
で
あ
る
。
從
っ
て
溢
ご
呼
ぶ

鰯
ほ
こ
の
も
の
添
、
は
な
い
。
今
田
の
軍
人
の
間
に
も
武
士
遊
か
ら
そ
の
武
勇
の
主
帥
の
影
響
を
受

1　
　
　
　
　
　
武
士
叢
の
起
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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哲
學
研
究
第
百
濫
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

け
て
る
る
こ
ご
ご
は
思
は
れ
る
が
、
武
士
道
の
根
本
主
徳
た
る
忠
へ
天
皇
へ
謝
し
奉
る
忠
で
は
な
い
〉

ご
報
恩
ご
租
二
倍
崇
並
び
に
孝
な
ご
は
武
士
遣
そ
の
ま
、
で
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

今
日
の
軍
人
の
間
に
は
武
士
道
は
全
く
無
い
ご
見
て
よ
い
◎
少
く
ご
も
武
士
道
の
本
來
の
形
で

は
決
し
て
残
っ
て
み
な
い
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
へ
膚
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
武
士
道
の
澹
革
や
、
江
月
時
代
學
者
の
武
士
道
論
に
つ
い

て
は
、
右
の
論
述
は
あ
ま
り
簡
短
す
ぎ
る
が
、
本
稿
の
扇
的
な
る
武
士
道
の
脚
注
ε
そ
の
特
質
を
述

べ
る
結
語
ビ
し
て
、
馨
与
し
淀
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
詳
説
す
る
こ
と
は
他
日
に
護
っ
て
お
き

た
い
）
。

　
最
後
に
以
上
の
論
述
を
約
説
し
て
み
る
ε
、

　
一
、
武
士
撹
は
西
畑
に
解
す
る
臣
民
の
道
で
は
な
く
、
武
士
が
そ
の
直
接
の
主
人
へ
封
ず
る
滋
こ

し
て
習
慣
的
に
饗
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
武
士
道
は
國
艮
道
徳
の
精
華
で
は
な
く
、
そ
の
主

徳
た
る
忠
義
は
國
民
道
徳
ご
「
致
せ
す
、
む
し
ろ
反
す
る
事
が
多
い
〇

　
二
、
そ
れ
故
、
武
士
滋
は
武
士
こ
い
ふ
階
級
が
出
　
撃
て
か
ら
後
に
出
來
た
ジ
ッ
テ
で
あ
っ
て
、
武
士

階
級
の
亡
び
る
ご
ご
も
に
亡
ん
で
み
る
。
武
士
澄
が
上
古
よ
り
存
在
し
た
ε
し
て
、
大
里
氏
な
ご



　
　
の
忠
勇
の
精
紳
を
例
謹
を
引
く
の
は
無
理
で
あ
る
。
大
伴
氏
の
忠
勇
の
精
紳
は
後
世
の
武
士
溢

　
　
ご
種
々
の
黙
で
達
っ
て
る
る
。
又
上
古
の
モ
ノ
ノ
ブ
や
マ
ス
ラ
ヲ
は
武
士
の
意
味
を
持
た
な
い
Q

　
　
　
三
、
上
古
に
武
士
道
が
あ
っ
た
こ
し
て
武
家
時
代
の
武
士
道
を
翼
の
武
士
遣
の
卜
形
ご
考
へ
る

　
　
の
は
、
そ
れ
良
ら
矛
盾
し
た
考
へ
方
で
あ
る
。

　
　
　
四
、
武
士
滋
は
主
思
問
の
恩
愛
が
固
定
す
る
に
つ
れ
て
登
達
し
だ
道
で
あ
る
か
ら
、
仁
政
を
布
く

　
　
領
圭
の
下
に
獲
達
す
る
。
さ
う
し
て
そ
の
撹
は
臣
下
が
主
君
の
多
年
の
恩
愛
に
報
い
よ
う
こ
し

　
　
て
載
孚
の
起
つ
た
時
、
命
を
輕
ん
じ
て
勇
ま
し
く
働
く
こ
ご
を
、
中
2
5
こ
し
て
み
る
〇

　
　
　
五
、
主
入
が
か
、
る
武
勇
な
働
を
要
求
し
て
も
、
臣
下
が
少
し
も
拒
ま
な
い
の
は
、
唄
つ
は
盆
≧
圭

　
人
か
ら
恩
賞
を
多
く
貰
は
う
こ
す
る
欲
求
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
に
は
主
君
の
灌
威
が
確
立

　
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
暗
雲
な
圭
潜
の
下
に
は
武
士
道
は
襲
達
し
な
い
し
、
も
ご
登
蓬
し

　
た
も
の
も
衰
へ
、
又
敗
軍
の
後
に
は
忠
義
の
痘
に
背
く
武
士
が
多
い
。

　
　
六
．
戦
雫
は
唄
つ
の
武
士
團
騰
が
他
が
劫
さ
れ
だ
時
に
彼
れ
ら
の
持
っ
て
る
る
灌
勢
や
財
産
な

　
ご
を
保
護
す
る
爲
か
、
或
は
今
ま
で
持
っ
て
る
た
灌
勢
や
財
産
を
盆
よ
籏
大
し
ょ
う
ご
し
て
他
の

　
武
士
團
の
灌
勢
や
財
産
を
奪
は
う
こ
す
る
爲
に
漁
る
。
穿
っ
て
武
士
が
忠
を
す
る
の
は
彼
れ
ら

蜥
の
虚
勢
維
持
ピ
い
ふ
こ
ご
が
、
一
の
目
的
．
、
な
・
。
。
又
武
士
心
高
達
の
一
の
↑
チ
ブ
こ
な
っ
て

1　
　
　
　
　
武
士
叢
の
趨
原
及
び
特
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
五
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山
郷
學
研
究
　
第
百
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
ハ

み
る
。
灌
勢
保
持
に
努
力
し
た
結
果
、
武
士
の
落
勢
は
次
第
に
堰
晒
し
、
途
に
政
灌
を
握
り
、
幕
府
を

閥
く
や
う
に
も
な
っ
た
、
．
朝
廷
ご
幕
府
ご
が
利
害
相
反
し
だ
時
に
、
天
下
の
武
士
が
幕
府
を
助
け

る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
武
士
滋
の
主
旨
に
合
し
た
行
爲
で
あ
る
〇

　
七
、
戦
場
に
出
て
命
を
的
に
主
震
の
爲
に
勇
ま
し
く
働
く
こ
ご
を
貴
ぶ
故
、
武
士
は
武
功
を
立
て

る
こ
ご
を
心
描
け
、
準
素
よ
り
武
藝
・
兵
法
を
飢
學
ぷ
こ
ご
に
努
め
た
e

　
入
、
死
を
賭
し
て
働
い
て
、
主
潜
よ
り
恩
賞
を
貰
は
う
ご
す
る
考
は
自
家
撞
着
の
考
で
あ
る
が
、
武

士
は
命
を
す
て
、
そ
の
子
孫
に
恩
賞
を
受
け
さ
せ
よ
う
ビ
し
た
。
武
士
が
租
先
を
奪
ぷ
事
や
孝

を
重
ん
ず
る
こ
ご
は
、
こ
れ
に
本
つ
く
。

　
九
武
功
を
立
て
て
、
主
君
よ
り
恩
賞
を
貰
は
う
こ
す
る
考
は
や
、
も
す
れ
ば
璽
落
し
や
す
く
、
忠

こ
か
報
恩
の
爲
に
勇
ま
し
く
働
く
よ
り
も
．
武
功
を
立
て
、
恩
賞
を
受
け
る
こ
ご
を
專
ら
こ
す
る

や
う
に
な
る
○
更
に
堅
落
す
れ
ば
命
を
全
う
し
て
恩
賞
だ
け
を
求
め
る
や
う
に
な
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
武
士
道
の
堕
落
し
衰
微
す
る
原
因
は
武
士
道
そ
の
も
の
の
中
に
最
初
か
ら
在
っ
た
も
の

で
あ
る
。
（
完
結
大
正
＋
三
年
＋
一
月
）

補
正
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三三七四玉六八西七七三七三九同六．ヒδ同旨；≡三行

武
士
道
の
超
原
及
び
時
質

　
　
　
　
原
　
　
印
　
　
刷

歴
史

解
羅
さ
れ
て
る
ろ

貞
和
二
年
（
二
〇
〇
五
年
）

野
拙
頼

國
四
道
穗
定
に

「
用
法
に
な
っ
て
み
る
」
の
次
に
下
の
二
五
字
た
補
ふ

契
神
の
下
に
、
下
の
句
為
補
ふ

眞
淵
の
下
に
下
の
句
為
補
ふ

久
老
の
下
に
、
下
の
伺
為
補
ふ

大
筆
氏
佐
伯
氏

腐
敗
で
も

大
功
認
め

武
力
な
き

す
め
ば

源
氏
が
代
々

鳴
呼

討
糞
ぜ
染
ら
、
す
が
の

職
死
し
六
定
ふ
噂

降
人
旨
い
ふ
の
に

し
象
も
の
で
あ
っ
て
、

豊
州
糊
昔
，

被
レ
仰
二
付
爾
氏
天
、

　
　
　
　
補
　
　
　
正

坐
源
四

隅
繹
し
て
ゐ
ら
れ
ろ

貞
和
二
年
（
二
〇
〇
山
ハ
』
等
）

源
致
雄

堕
民
這
徳
定
に
に

萬
葉
集
に
お
け
ろ
モ
ノ
ノ
ブ
の
用
例
定
使
用
画
数
な

列
鵬
す
る
ご

（
萬
葉
代
匠
記
組
羅
　
、
枕
詞
下
）

（
冠
僻
考
九
）

（
萬
葉
集
槻
の
落
葉
劉
寵
）

大
十
四
、
（
佐
伯
氏
）

腐
敗
し
て
も

大
功
為
認
め

武
力
溺
き

す
め
ば

源
氏
・
北
際
氏
が
代
々

鴨
呼

討
糞
せ
乳
ら
、
さ
す
が
の

戦
死
し
歪
ぜ
い
ふ
罐

降
人
ミ
い
ふ
に

し
糞
も
の
定
い
ふ
べ
く
、

如
贈
舌
萱

被
ゾ
二
二
付
爾
氏
一
天
、

二
七
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同同十同同同同

　月
　號

哲
學
研
究
　
第
百
五
號

四
八

九八六六六五
五九五四〇四

七：三七一一五四

承
久
詑

　
四
入
ノ
一
　
一
、
四
九
ノ
一
二
、
五
〇
ノ
点
ハ
、
冗
ム
ハ

　
ノ
】
○
、
六
ニ
ノ
＝
一
、
に
あ
る
承
久
記
も
同
様

室
町
中
期

勇
士
の
間
の
み

四
百
人

「
つ
き
ま
ぜ
つ
て
み
ろ
矛
盾
」
の
一
下
へ
、

れ
る
。

護
良
槻
王

書
三

下
の
句
た
入

二
入

承
久
軍
物
語
（
承
久
詑
ぽ
二
種
あ
り
、
二
巻
本
の
三

帰
μ
｝
琳
久
訓
記
こ
の
み
齋
燗
し
六
巻
本
ほ
｝
挙
気
圏
マ
ハ
に
承
圧
久

軍
物
語
ミ
い
ふ
。
漱
…
ほ
六
巷
本
な
引
い
六
の
で
輝
甥

す
る
爲
、
右
の
如
く
改
め
て
お
く
）

或
ぱ
末
期
か
も
知
れ
な
い
。

勇
士
の
間
に
の
み

東
寺
長
者
補
任
に
に
二
百
八
十
鹸
人
定
あ
る
O

（
即
ち
死
ん
で
恩
賞
為
貰
に
う
書
す
る
考
）

護
良
親
王

書
紀

■
　
㌦


